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人生１００年時代の出会いとコミュニケーションを創出する
都市・インフラとは？

ワークショップの問い

VISION：

成果目標：

プロセス目標：

現状

未来を見据えて新たな価値
を生み出す思考を養う

人生100年時代の都市・インフラ
を考える視点を与えるブックレッ
トの作成

ライフシーン毎に東工大教員と企業
代表者が創造的な対話を繰り返す



ワークショップの問い

人生１００年時代の出会い
とコミュニケーションを創
出する都市・インフラ

？
現状 良いアイデアの基準を

考える必要がある



人生１００年時代の出会いとコミュニケーションを創出する都市・インフラとは？

人生１００年時代の出会いとコミュニケーションとは？

人生１００年時代とは？

（過去の経験＋価値観の探索）

（言葉の定義の探索）



人生100年時代とは

＝長寿化が起因した個人・社会の行動、感性、価値観の変化が生じる時代

１）１人の人が複数の人生を並列的に歩むライフスタイルに「変化」することが当たり前になる

２）人生の「変化」「選択」のための資本（経済・社会・知識）の蓄積の重要性が増加する

３）人生設計の指標として「豊かさ」（個人・社会・環境）を希求する人が増加する



中間発表のふり返り



中間発表のふり返り



中間発表のふり返り



中間発表のふり返り



中間発表のふり返り（担当教員からのフィードバック）
野原先生：
メイン／サブ、主担当／副担当、人／その他とのふれあいのバランスをととのえるインフラが要るなと、あらためて思いました。

真野先生：
・100年時代のライフシーンの変化に関して、「少しずれたぐらいの変化」「ハーフシフト」など、魅力的なキーワードが出ており、
「出会いとコミュニケーション」に関係づけて詳細な検討をしていただければと思います。
・今後の展開に関して、「魅力的な場」とはどんなイメージで、その多様性は誰がつくり出すのか？都市・インフラレベルにどう絡
めて行けるのかを興味深く見ております。
・最後の「100年生きる人間が、どうやって人間社会や地球環境を豊かに出来るか」という視点が良いと思います。100年生きる人の
都市・地域の記憶や経験をどうアーカイブ化したり、シェアできるものにするのかなど、アプローチが色々ありそうだと思います。

浅輪先生：
ご発表をいただきありがとうございました。当日も発言をさせていただきましたが、コミュニケーションや出会いの場は、会社起点、
地域起点、趣味起点、SNS起点など、どのようなものを想定されていますでしょうか？
それらに応じて、必要な場やインフラのイメージが議論出ると良いかと思いました。
コミュニケーションは、他のテーマにも共通するキーワード（横串？）だと、あらためて感じました。

室町先生：
日本人の特性が阻害要因となる場合があるという議論に興味をひかれました。海外では日本人は公共の場における行動の統制がとれ
ているというコメントが多いように思われますが、そうでない場面も少なくないということでしょうか。行動の統制そのものがコ
ミュニケーションの進展の阻害要因になるということでしょうか。いろいろと興味深いところです。

十代田先生：
・野原先生の影響か、言葉選びが巧みでよい。
・出会いとコミュニケーションの関係が今ひとつわからない。
・人との交流が必ずしも人生に必要とされるわけではないという考え方はユニーク。
・メインとサブの場という考え方は大変良いと思う。

鼎先生：
大変興味深いご発表ありがとうございました。
少子化、あるいは少子化に歯止めをかけることなどを、今後の議論の一部に含んでいただくのもよいのではないかと思いました（今
後の他の班の発表中に出てきてしまうかもしれませんが）。



人生１００年時代の出会いとコミュニケーションを創出する都市・インフラとは？

人生１００年時代の出会いとコミュニケーションとは？

人生１００年時代とは？

（過去の経験＋価値観の探索）

（言葉の定義の探索）

(1) 少しずれたくらいのメインとサブの人生の出会いとコミュニケーションを支える都市・インフラとは？

（問いの分割）

(2) 群れ的子育て・介護を行うための出会いとコミュニケーションを支える都市・インフラとは？



人生１００年時代の出会いとコミュニケーションを創出する都市・インフラとは？

広場、カフェ、SNS、
20代にとっての住居など

（目標の制約の設定）

人生１００年時代の出会いとコミュニケーションとは？

人生１００年時代とは？

（過去の経験＋価値観の探索）

（言葉の定義の探索）



少しずれたくらいのメインとサブの人生の出会いとコミュニケーション
を支える都市・インフラとは？

本日の中心的な議題（仮）

－メインとサブの両輪の人生にシフトするための出会いとコミュニケーションとは
－どのように新たな出会いとコミュニケーションを人生に取り入れたいか
－上記の出会い・コミュニケーションを支える空間仕様・ルール・デザインとは
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【Work １】

全体フリーディスカッション

まずは中間発表を振りかえり、本日以降の議論をどのように進めていくかを
話し合ってください。次回以降は、本日の議論を延長していただいても、人
生１００年時代の出会い・コミュニケーションの新たな側面に着目した議論
としていただいても構いません。

＊座長、担当教員からのワークを行っていただいても構いません 。



人生１００年時代の出会いとコミュニケーションを創出する都市・インフラとは？

(1) 少しずれたくらいのメインとサブの人生の出会いとコミュニケーションを支える都市・インフラとは？

（問いの分割）

(2) 群れ的子育て・介護を行うための出会いとコミュニケーションを支える都市・インフラとは？

(3) 

(4) 

(5) 

・都市・インフラを設定する（広場、カフェ、SNSなど）

・特定の年齢層、特定の社会課題を設定する（20代にとっての住居など）

（その他の目標の制約の設定）
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【Work ２】

テーマ別ディスカッション

人生１００年時代の出会い・コミュニケーションの一つの側面に着目して都
市・インフラのアイデアを話し合います。

＊座長、担当教員からのワークを行っていただいても構いません 。



人生が100年続くということを考えて、メインとしている仕事や活動だけでなく、自己実現や新た
な活動へのシフトを見越したサブ的な活動を並行的に行う人が増加していくだろう。しかし一方で、
少なくない人がこのようなライフシフトに躊躇するかもしれない。そもそも、変化は不安定で負担を
強いるものである。ライフシフトの選択には、第二の人生を豊かにしたいという想いだけではなく、
知識・スキル・人脈、金銭などが求められる可能性が高い。とりわけ、新たな活動をゼロからはじめ
ることには体力的・精神的に様々なハードルがあることが予想される。
このような理由から、メインの活動から「少しずれたくらい」のサブ的な活動（ハーフシフト）へ

の注目が高まるのではないかと考えた。現在の興味関心、仕事、コミュニティの延長にある、少しず
れたくらいの変化であれば、身体的、精神的な負担も軽減されるし、既に活用できる様々な資本が蓄
積できている。
では、ハーフシフトを創出、サポートしていくためにはどのような都市・インフラが求められるだ

ろうか。本チームのテーマである「出会いとコミュニケーション」は、ライフシフトの選択の準備や
きっかけを与えるものの一つがである。ハーフシフトを行うための「出会いやコミュニケーション」
の場を、都市の中にどのように整備することができるか、その空間像、社会的な仕組み、サービスの
在り方、さらにはクラブ化への懸念、民主的な公正さの確保などの課題を含めて考えてほしい。

少しずれたくらいのメインとサブの人生の出会いとコミュニケーションを支える都市・インフラとは？

Team1の人生100年時代の「変化＝シフト」に関する議論のハイライト (3月WSの議論の一部を再掲)



１）並行的にメインの仕事とそこから少しずれたサブの活動を行うとしたら、どのようなサブの活動
を行いたいか。そのために、どのような出会い・コミュニケーションの経験を得ることを期待するか。
人生のどのタイミングでそのような経験を求めるか。

２）サブの人生を生み出す・充実させる出会いやコミュニケーションをどのように行いたいか。出会
いやコミュニケーションの相手は誰や何であるか。どのような頻度でその場所に行きたいか。積極的
な出会い・コミュニケーションなのか、偶然に起こる出会いやコミュニケーションなのか。

３）上記の出会い・コミュニケーションを生み出す都市・インフラとしてどのようなものが考えられ
るか。それはどんな場所で、どんなデザインで何が配置されているか。誰が場を整備して、どんな
ルール（参加資格、料金設定）があるのか。どのような場であれば私たちは参加したいと思うのか。

人生100年時代の都市・インフラをイメージする（グループワーク５０分）



チーム１：出会いとコミュニケーション

どんな出会いとコミュニケーションを求めるか

どのように出会い・コミュニケーションをしたいか

そのためにどのような都市・インフラが必要か

回答欄：

【人生１００年時代の都市・インフラ：DAY4】

回答欄：

回答欄：

How

Design

What
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【付録】

未来のコミュニケーションのアイデア

人生１００年時代のアイデアのイメージとしてご参考にしてください。

参考：SPECULATIONS 人間中心主義のデザインをこえて(2019), ビー・エヌ・エヌ新社
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○タイムスケジュールと進行
ワークショップの全体時間は３時間(15:00-18:00)です。進行や時間配分はグループ座長に一任させ

ていただきます（必要であれば分割ルームを設定いたします）。
事務局からはチーム内で行っていただきたい議題（ワーク）を数点提示させていただきます。この

議題を中心に自由に議論を行ってください。

○本日議論していただきたいこと
（work1）これからのワークショップの目標の設定
（work2）各テーマに関する議論

○本日の記録とその共有について
議論いただいた内容はビデオ記録を残すだけでなく、書き起こしを事務局で行います。これらの結

果は人生１００年のホームページでアーカイブさせていただきます。

本日のタイムスケジュールと進行について
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